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　シカやイノシシなどの被害にあいにくく、病害虫にも強いことから、荒廃農地対策や鳥獣被害低

減作物としても期待されています。

　本市でも特産化を目指して、はだの都市農業支援センターを中心に試験栽培や栽培講習会を行っ

ています。
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農
業
委
員
12
名
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、

６
月
18
日
に
市
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
21
日
に
改
選
後
初
の
総
会
が
行

わ
れ
、
会
長
に
宮
村
俊
男
委
員
、
会
長
職
務
代

理
者
に
冨
田
新
一
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
名
の

委
嘱
が
宮
村
会
長
よ
り
行
わ
れ
、
総
勢
24
名
の

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
６
月
20
日
ま
で
で
す
。
皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
の
機
能
が
委
員
会
と
し
て
の
決

定
行
為
と
各
農
業
委
員
の
地
域
で
の
活
動
の
２

つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
主
に
合
議

体
と
し
て
意
思
決
定
を
行
う
農
業
委
員
と
は
別

に
、
担
当
地
域
に
お
け
る
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
の
た
め
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
熱
意
と
見
識
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
を
委
嘱

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
推
進
委
員
は
担
当
地
区
に
お
い
て
①
人
・
農

地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地
域
農
業
者
等
の
話
合
い
を

推
進
②
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
行
い
、
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
③
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
を
推
進

と
い
っ
た
現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

化
や
リ
タ
イ
ア
、
後
継
者
不
足
な
ど
に

起
因
し
、
農
業
者
の
減
少
が
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
担

い
手
へ
の
農
地
等
の
利
用
の
集
積
、
集

約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
就
農
者
の
促
進
な
ど
、
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
て
い
く
事
が

最
重
要
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
の
発
生
拡
大
を
は
じ
め
天

候
不
順
や
自
然
災
害
の
甚
大
化
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増

す
一
方
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
や
市
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

域
の
課
題
に
密
着
し
た
農
業
委
員
会
活

動
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
や
経
験

を
活
か
し
、
地
域
農
業
者
の
皆
様
の
要

望
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
引

き
続
き
農
業
委
員
会
へ
の
更
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
今
回
の
農
業
委
員
の
改

選
に
伴
い
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
農
業

委
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
会
長

と
い
う
要
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
に
改
正
さ
れ
た

農
業
委
員
会
法
に
よ
り
農
業
委
員
会
の

体
制
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
た
後
、
そ

れ
ま
で
の
公
選
制
か
ら
市
議
会
の
同
意

を
得
て
市
長
が
任
命
す
る
制
度
に
代
わ

っ
て
以
来
、
２
度
目
の
改
選
と
な
り
、

前
回
に
引
き
続
き
２
度
目
の
会
長
就
任

と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
６
月
21
日
か
ら
の
３
年
間

を
任
期
と
し
、
市
長
が
任
命
し
た
農
業

委
員
12
名
に
、
会
長
が
委
嘱
し
た
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
名
を
加
え
、

総
勢
24
名
に
よ
る
新
し
い
体
制
の
ス
タ

ー
ト
で
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
の
ほ
か
農

地
関
連
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
を
担
っ

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
農
業
者
の
高
齢
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農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

秦
野
市
農
業
委
員
会

会
長

　宮
村

　俊
男

新農業委員・農地利用
最適化推進委員決まる！
新農業委員・農地利用
最適化推進委員決まる！
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農　業　委　員

農地利用最適化推進委員

冨田　新一 諸星　　茂 横尾　　稔 大津　俊彦 向原　洋子 村上　幸雄

桐山　　清

相原　　功
北地区担当

髙橋　信男
東地区担当

坂上絵里子
西地区担当

三武　誠司
本町地区担当

伊奈　　肇
大根地区担当

堀川　昭夫
東地区担当

飯山　健二
北地区担当

井上　政一
上地区担当

大森　哲治
西地区担当

小宮　安禮
上地区担当

高橋　　壽
南地区担当

相原　次久
東地区担当

近藤　信一 芦川　伸一 田中　和幸 須藤　政一
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別段面積（下限面積）は
４０アール

　農業委員会は、毎年農地法第３条第

２項第５号に規定する別段の面積（下

限面積）を審議することとなっていま

す。　

　別段面積（下限面積）とは、農地法

第３条の規定による農地の権利移動

（所有権の移転、賃借権・使用貸借に

よる権利の設定等）をする場合、受け

手の耕作面積が、農地の権利移動後に

最低限なければならない面積のことで

す。

　今年度の別段の面積（下限面積）は、

4月２６日開催の第４回総会において審議

され、４０アールと決定しました。

　農業委員会では、遊休農地の把握や発生の
防止・解消を目的とする農地の利用状況調査
を夏から秋にかけて実施します。この調査は
農地法に規定されているもので、毎年実施し
ています。また、この調査で見つかった遊休
農地の所有者に対しては、冬に利用意向調査
を実施します。これも農地法に規定されてい
るもので、遊休農地の今後の利用について、
貸付希望や耕作予定などを文書でお尋ねしま
す。
　なお、利用状況調査の実施に当たり、農業
委員・推進委員や事務局職員が農地に立ち入
ることがありますので、ご理解ください。
　併せて、この機会に、農地の管理状況が適
正かどうかを確認してください。遊休農地が
発生すると、その農地だけでなく、周辺農地や
近隣住民の生活環境の悪化につながるおそれが
あります。

利用状況・意向調査を実施
“農地の管理状況を確認しよう”

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老

後
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上

と
農
業
者
の
確
保
を
目
的
と
す
る

公
的
年
金
制
度
で
、
次
の
全
て
の

条
件
を
満
た
せ
ば
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

 

・
年
間
農
業
従
事
日
数
が
60
日
以

　
上

 

・
60
歳
未
満
の
方

 

・
国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
で
あ

　
る
こ
と

　
ま
た
、
確
定
拠
出
型
の
年
金
で
、

次
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。

 

・
年
金
額
が
加
入
者
数
・
受
給
者

　
数
に
影
響
さ
れ
な
い
。

 

・
保
険
料
は
全
額
控
除
対
象
。

 

・
保
険
料
の
国
庫
補
助

　（
一
定
の
要
件
が
必
要
）

　※

お
問
い
合
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
☎
８
２―

９
６
５
４

　
は
だ
の
都
市
農
業

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

　
　
　
☎
８
１―

７
８
０
０

　
農
業
後
継
予
定
者
で
市
内
在
住
者
（
研

修
期
間
中
の
住
所
地
を
除
く
。）
に
対
し
、

研
修
機
関
等
に
お
い
て
行
っ
た
前
年
度
の

研
修
費
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
事
業
の
活
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
９
月
末
ま
で
に
市
農
業
振
興
課

農
業
振
興
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
対
象
者

　
　
農
業
後
継
予
定
者
で
市
内
在
住
者

　
　（
研
修
期
間
の
住
所
地
を
除
く
。）
と

　
　
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
40
歳
未
満
の

　
　
者

２
補
助
対
象
経
費

　
　
研
修
機
関
等
に
お
い
て
行
っ
た
前
年

　
　
度
の
研
修
経
費
（
食
事
代
は
除
く
）

３
補
助
率

　
　
１
／
３
以
内

　
　
農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

　
　
　
☎
８
２
ー
９
６
２
６
　

農
業
者
年
金
に

　加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
後
継
者
確
保
対
策
事
業



③
地
産
地
消
の
推
進

　
市
民
の
秦
野
産
農
産
物
に
対
す

る
愛
着
や
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
、

秦
野
産
農
産
物
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

や
農
業
者
と
市
民
と
の
交
流
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
と
流
通
関
係

者
と
一
体
と
な
っ
た
産
地
ブ
ラ
ン

ド
の
構
築
に
よ
る
「
秦
野
版
地
産

地
消
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

④
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　
優
良
農
産
物
の
登
録
認
証
を
行

い
、
地
場
農
産
物
を
消
費
者
に
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
消

費
拡
大
に
努
め
ま
す
。

⑤
農
地
の
多
面
的
機
能
を
支
え

　
る
共
同
活
動
を
支
援

　
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的

機
能
（
水
源
か
ん
養
、
景
観
形
成

等
）
の
維
持
を
図
る
た
め
、
農
業

者
等
が
共
同
で
取
り
組
む
農
地
維

持
活
動
（
草
刈
り
、
泥
上
げ
等
）、

地
域
資
源
（
農
地
、
水
路
、
農
道

等
）
を
適
切
に
保
全
管
理
す
る
た

め
の
共
同
活
動
及
び
農
業
用
施
設

の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活
動
（
水

路
工
事
等
）
に
つ
い
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

⑥
落
花
生
の
生
産
支
援

　
落
花
生
の
品
質
と
収
量
の
増
大

の
た
め
の
生
産
資
材
等
の
導
入
に

要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
（
農

協
へ
出
荷
し
て
い
る
方
は
、
農
協

が
と
り
ま
と
め
）。

⑦
鳥
獣
対
策

　
秦
野
市
鳥
獣
被
害
対
策
重
点
取

組
地
域（
令
和
２
年
度
は
３
地
区
）

に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

て
作
成
し
た
地
図
を
元
に
、
集
落

環
境
調
査
等
の
共
有
や
防
護
柵
や

わ
な
の
設
置
、
藪
払
い
の
実
施
等

に
つ
い
て
検
討
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

②
「
農
の
担
い
手
の
育
成
」

　
50
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に
対

す
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

の
交
付
や
、
は
だ
の
市
民
農
業
塾

を
通
じ
た
新
た
な
担
い
手
の
育
成

・
確
保
事
業
の
実
施
及
び
農
業
団

体
が
実
施
す
る
農
業
後
継
者
の
育

成
事
業
、
市
民
の
農
業
理
解
の
促

進
に
向
け
た
事
業
に
対
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進

　
本
市
の
中
核
的
な
農
業
者
で
あ

る
認
定
農
業
者
等
で
組
織
す
る

「
秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議
会
」

が
実
施
す
る
経
営
規
模
拡
大
・
農

地
集
積
に
向
け
た
資
本
整
備
へ
の

取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
し
、
認

定
農
業
者
の
経
営
の
安
定
化
並
び

に
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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令
和
３
年
度
秦
野
市
農
業
関
係
施
策

〜
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、

　「
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
の
都
市
」の
実
現
を
目
指
し
て
〜

ま
ち

令和３年度
秦野市農業関係予算

農業振興費
園芸畜産業費
農地費

57,914 千円
14,095 千円
43,553 千円

本
市
で
は
、
農
業
施
策
の
指
針
と
な
る
「
秦
野
市
都
市
農
業

振
興
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
（
計
画
期
間
：
令
和
３
年

度
〜
令
和
７
年
度
）。
計
画
に
掲
げ
る
４
つ
の
基
本
目
標（
Ⅰ

農
業
経
営
の
安
定
化
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
Ⅱ
農
地
の

保
全
と
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
活
用
、
Ⅲ
安
全
な
農
産

物
の
生
産
・
消
費
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進
、
Ⅳ
農
業
に
対

す
る
理
解
の
促
進
と
交
流
の
活
性
化
）
を
柱
に
、農
業
者
、市

民
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が
一
体
と
な
り
、
多
様
な
担
い
手

が
つ
な
ぐ
、
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
・
①
②
は
、
市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

　
・
③
④
⑤
⑥
⑦
は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
秦
野
市
で
は
、
荒
廃
農
地

に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
利
用
予
定
の
方
は

必
ず
事
前
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
農
地
流
動
化
整
備
事
業

　
荒
廃
農
地
を
生
産
性
の
高

い
農
地
と
し
て
整
備
す
る
た

め
、
３
年
以
上
の
利
用
権
の

設
定
が
必
要
で
す
。

※

10
ア
ー
ル
当
り
（
初
年
度

　
の
み
）
最
大
６
万
円

◎
荒
廃
農
地
解
消
対
策
事
業

　
農
地
の
適
正
な
保
全
と
有

効
利
用
を
は
か
り
、
将
来
的

に
は
利
用
権
を
設
定
し
ま
す
。

※

10
ア
ー
ル
当
り
（
初
年
度

　
の
み
）
最
大
３
万
円

※

実
施
年
度
の
翌
年
か
ら
３

　
年
間
維
持
管
理
を
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

※

申
請
者
が
多
い
場
合
に
は
、

　
予
算
の
範
囲
で
按
分
と
な

　
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
は
だ
の
都
市

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
☎
８
１―

７
８
０
０



　
非
農
家
か
ら
の
就
農
だ
っ
た
の

で
す
が
、
や
や
大
き
い
家
庭
菜
園

を
父
と
母
が
や
っ
て
い
て
、
農
家

に
な
る
の
も
面
白
い
か
も
な
ぁ
と

漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

自
分
が
ま
さ
か
５
年
間
、
半
人
前

で
は
あ
り
ま
す
が
農
家
と
し
て
生

活
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
慨
に
ふ

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
思
え
ば
土
寄
せ
の
意
味
が
わ
か

ら
ず
、
セ
ル
ト
レ
イ
で
種
を
育
て

る
事
に
驚
き
、
道
具
は
使
い
方
が

全
く
分
か
ら
な
い
。
塾
生
の
同
期

の
方
々
か
ら
苦
笑
い
を
通
り
越
し

て
失
笑
さ
れ
た
日
々
で
は
想
像
も

で
き
な
い
現
在
で
す
。

　
就
農
し
た
と
き
、
目
標
を
持
つ

の
は
や
め
よ
う
。
こ
う
な
り
た
い

と
か
理
想
を
持
つ
の
は
や
め
よ
う
。

あ
く
ま
で
も
仕
事
と
し
て
向
き
合

っ
て
い
こ
う
と
、
自
分
に
約
束
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
意
識
を

高
く
持
っ
て
良
い
も
の
を
、
立
派

な
も
の
を
と
考
え
て
も
そ
の
時
の

自
分
に
は
そ
れ
が
枷
に
な
っ
て
前

に
進
む
こ
と
が
き
っ
と
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ト
ラ
イ
し
て
教
え
を
乞
う
て
、
１

つ
１
つ
で
き
る
こ
と
わ
か
る
こ
と

を
増
や
し
て
い
こ
う
、
そ
し
て
忘

し
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
試

み
て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
は
す

ご
い
も
の
で
す
。
今
ま
で
の
よ
う

に
市
場
や
直
売
所
だ
け
で
な
く
、

消
費
者
は
日
本
中
に
い
ま
す
。

　
良
い
物
を
作
れ
ば
需
要
は
あ
り

ま
す
。
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
リ
ピ
ー
タ
ー
は
増
え
ま
す
。
み

ん
な
に
感
謝
で
す
。

　
高
齢
化
の
進
む
今
、
農
業
に
女

性
の
力
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
。
農
業
を
受
け
身
と
と
ら
え
ず

積
極
的
に
女
性
目
線
で
今
の
社
会

の
変
化
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
就
農
し
て
５
年
が
過
ぎ
て
６
年

目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
は
だ
の

市
民
農
業
塾
を
２
年
通
っ
た
後
な

の
で
農
業
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

足
掛
け
８
年
に
な
り
ま
し
た
。

た
。
そ
の
義
母
も
94
歳
で
他
界
し

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
影
響
も
あ
り
、
私
も
義

母
に
み
よ
う
み
ま
ね
で
加
工
品
を

作
る
よ
う
に
な
り
、
お
か
げ
で
私

も
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
梅
の
収
穫
は
主
人
と
私
で
、
保

育
園
の
休
み
の
日
は
、
孫
を
見
な

が
ら
「
じ
い
じ
梅
こ
こ
に
も
あ
る

よ
」
と
言
わ
れ
楽
し
く
収
穫
作
業

を
し
て
い
ま
す
。

　
梅
干
し
に
も
い
ろ
い
ろ
作
業
工

程
が
あ
り
ま
す
が
、
塩
加
減
、
天

日
干
す
る
時
期
、
期
間
な
ど
天
候

に
も
左
右
さ
れ
毎
年
納
得
い
く
も

の
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
何
の
作
業
を
や
っ
て
も
奥
の
深

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
友
人
か
ら
福
島
県

に
住
む
被
災
地
の
方
に
梅
干
し
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
の
手
紙
を
い
た

だ
き
、
今
で
は
毎
年
数
十
キ
ロ
の

梅
干
し
を
送
っ
て
、
お
礼
の
電
話

を
い
た
だ
く
中
で
、
被
災
地
の
現

状
な
ど
を
伺
い
、
お
互
い
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
の
力
を
借
り
梅
干

　
私
が
退
職
し
て
早
10
数
年
、
と

つ
ぎ
先
が
農
家
だ
っ
た
た
め
、
義

母
の
手
伝
い
を
自
然
と
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
義
母
は
と
て
も
几
帳
面
な
人
で
、

梅
干
し
、
し
そ
、
生
姜
な
ど
加
工

品
を
作
る
の
が
と
て
も
上
手
で
、

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
梅
干

し
な
ど
を
私
の
友
人
や
近
所
の
人

達
に
お
す
そ
わ
け
し
て
、
み
ん
な

か
ら
お
い
し
い
、
お
い
し
い
と
言

わ
れ
て
、
と
て
も
感
謝
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
農
協
で
行
わ
れ
て
い

る
農
産
物
品
評
会
へ
出
品
し
て
、

優
秀
賞
を
何
度
も
い
た
だ
き
ま
し

れ
ず
に
必
ず
糧
に
し
よ
う
と
。

　
そ
ん
な
思
い
で
６
年
目
を
迎
え

て
、
周
り
か
ら
品
質
の
面
を
言
わ

れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
言
わ
れ
た
こ
と
な
か
っ
た

の
に
と
い
う
戸
惑
い
に
面
食
い
ま

し
た
が
、
き
っ
と
今
ま
で
と
は
違

う
期
待
を
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
。

そ
ろ
そ
ろ
た
だ
作
る
だ
け
で
は
な

く
、
高
品
質
な
も
の
を
作
る
段
階

な
の
か
も
し
れ
な
い
と
ぼ
ん
や
り

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
正
直
何
か
ら
手
を
付
け
て
い

い
の
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
状
態
で

す
。

　
最
近
教
材
が
わ
り
に
見
て
い
る

農
業
系
のyoutuber

の
方
が「
自

分
が
農
業
を
や
っ
て
い
る
間
に
農

機
、
作
物
、
薬
、
病
害
な
ど
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
」「
わ
か
ら
な
い
な
ら
わ

か
る
努
力
を
す
る
」
そ
の
言
葉
が

妙
に
琴
線
に
触
れ
て
、
か
っ
こ
い

い
な
と
素
直
に
思
い
ま
し
た
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
、
周
り
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
た
次
の

段
階
が
見
え
て…

と
、
お
そ
ら
く

自
分
は
こ
う
い
う
農
業
人
生
を
歩

ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
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み
ん
な
に
感
謝

小
澤

　み
え（
南
矢
名
）

な
な
い
ろ
日
和

　加
賀

　将
志（
横
野
）

農
家
の
声



相
談
コ

ナ
ー

ー

ー 
農
地
の
一
時
転
用
に
つ
い
て 

ー

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
令
和
３
年
３
月
〜
令
和
３
年
６
月
）

荒
廃
農
地
解
消
活
動北地区での荒廃農地解消活動

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

 
 

農
地
か
ら
農
地
へ
の
移
動

に
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
で

も
置
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
便

利
な
の
で
す
が
、
な
に
か
良
い
方

法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
「
耕
作
の
事
業
を
行
う
者

が
２
ア
ー
ル
未
満
の
農
地

を
そ
の
者
の
農
作
物
の
育
成
若
し

く
は
養
畜
の
事
業
の
た
め
の
農
業

用
施
設
に
供
す
る
場
合
」
で
あ
れ

ば
、
農
地
転
用
の
許
可
不
要
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
（
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
は
必
要
）

　
農
地
の
転
用
・
一
時
転
用
を
お

考
え
の
方
は
、
必
ず
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
◆

　
★
は
だ
の
都
市
農
業

　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
☎
８
１
ー
７
８
０
０

　
★
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
８
２
ー
９
６
５
４

農
地
を
一
時
的
に
駐
車
場

と
し
て
利
用
し
た
い
の
で

す
が
、
一
時
的
な
転
用
で
あ
っ
て

も
な
に
か
手
続
き
は
必
要
で
す
か
。

 

農
地
を
駐
車
場
な
ど
に
転

用
す
る
場
合
、
一
時
的
で

あ
っ
て
も
農
地
転
用
の
許
可
（
市

街
化
調
整
区
域
）ま
た
は
届
出（
市

街
化
区
域
）
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
を
怠
る
と
、
工
事
施
工

者
や
土
地
所
有
者
の
責
任
が
問
わ

れ
、
農
地
法
に
よ
る
罰
則
や
、
納

税
猶
予
の
打
ち
切
り
、
農
地
転
用

許
可
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
荒
廃
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
協

働
し
て
荒
廃
農
地
解
消
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
北
地
区
で
の
荒
廃
農
地
解
消
活

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
荒
廃
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
に
は

現
在
52
名
登
録
さ
れ
て
お
り
、
参
加
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

ー
７
８
０
０
）
ま
で
。

  

●
総
会

　
　
３
月
25
日
、４
月
26
日
、

　
　
５
月
25
日
、６
月
18
日

　
　
６
月
21
日

　
　（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
左
表
の
と
お
り
）

  

●
運
営
委
員
会

　
　
３
月
15
日
、４
月
16
日

　
　
５
月
14
日
、６
月
９
日

審　議　案　件

耕作目的の売買・貸借
（3条許可）

市街化調整区域の転用
（4・5条許可）

市街化区域内の転用
（4・5条届出）

利用権の設定

相続税納税猶予

件数

6

2

69

48

2

17,406

1,103

39,601

87,737

9,691

面積（㎡）
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事
務
局
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
令
和
３
年
４
月
１
日
）

★
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　近

　松

　将

　和
（
環
境
省
へ
出
向
）

★
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　川

　崎

　倫

　明
（
契
約
検
査
課
か
ら
）

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
最
新
の
農
業
情
勢
の
提
供
と
解
説
、

先
進
農
家
の
経
営
紹
介
、
農
業
入
門
な
ど
読
ん
で
役
立
つ

情
報
が
満
載
で
す
。

●
毎
週
金
曜
日
（
月
４
回
）
発
行

●
購
読
料
月
額
　
７
０
０
円

●
お
申
し
込
み
は
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
、
ま
た
は
事

　
務
局
ま
で
。
　

　
　
　
　
　
　
　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
８
２
ー
９
６
５
４

全
国
農
業
新
聞

青パパイヤ現地巡回検討会！
　
７
月
６
日
（
火
）
に
、
第
１
回
青
パ
パ
イ

ヤ
現
地
巡
回
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
巡
回
は
市
内
10
カ
所
の
圃
場
で
行
わ
れ
、

10
名
の
生
産
者
と
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
、
普
及
セ
ン
タ
ー
が
参
加
し
、
栽

培
管
理
に
つ
い
て
の
指
導
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
お
よ
び
Ｊ
Ａ
で
は
、
地
域
の
振
興
作

物
と
し
て
青
パ
パ
イ
ヤ
の
産
地
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
９
月
〜
11
月
の
収
穫
に
向
け
、

８
月
17
日
（
火
）
に
は
第
２
回
現
地
巡
回
検

討
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
☎
８
１‐

７
８
０
０

▲▼現地巡回検討会の様子 ▼配布前の青パパイヤ苗


